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はじめに． 

2005年3月20日に福岡県西方沖で発生した地震（MJMA=7.0）の詳細な活動状況を調べるために，われわれは陸上臨

時地震観測を行った（清水・他，本大会）．本研究ではこれらのデータを解析して，震源域周辺の地殻不均質構造の抽

出を試みた． 

 

データおよび解析． 

処理したデータは陸上地震観測は， 6 点のオンラインテレメータ観測点と17 点のオフライン観測点の地震波形デー

タを用いた．本研究では主として地殻内の不均質構造からの反射波検出および，S波初動解析によるS波速度異方性

の検出を行った．解析は比較的S/Nの高い地震波形を処理して行った． 

 

結果． 

反射波検出はNormal Moveout (NMO) 処理を用いた．余震域のM>2 の地震をいくつか選択し，水平動地震計の波形記

録に4-20Hzもしくは4-10Hzのバンドパスフィルターをかけ，AGC処理を行った．その後，震源決定に用いられてい

る速度構造をつかって，反射面は水平であること，直達S波の直後からのコーダ波部分をSxS波であることを仮定し

て，反射面の深さ分布を求めた．処理したは記録断面には，震源域から下部地殻にかけて深さいくつかの反射面が見

られた．これらのことは震源位置直下において非常に不均質性が強いことを示しており，大変興味深い． 

異方性の解析では，いくつかの余震の初動部分におけるparticle motionを詳しく調べた．この結果，多くの観測点

でほぼ東西に向いた偏向異方性が見られた．この傾向は広域応力場の主圧縮軸方向と一致していることが示された． 

今後はさらに多くのデータを処理し，不均質構造の詳細な分布特性を明らかにする． 
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